
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
に

、
十
五
世
紀
の
英
国
羊
毛
貿
易
に
関
す
る
一
考
察

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
先
駆
に
つ
い
て

尾
野
比
左
夫
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ン
　
ヒ
く
ミ
く
く
　
く
　
く
く
げ
　
ノ
く
ピ
く
く
ト
　
　
　
　
く
き
う
き
く
を
く
ミ
セ
ニ
ラ
も
ド
　
サ
く
ノ
う
ン
ま
ノ
う
し
く
き
ノ
を
ど
コ
三
三
ロ
で
ノ
き
ノ
ぜ
　
を
ゴ
ニ

【
要
憩
本
稿
は
・
蓋
世
紀
イ
ギ
艮
の
羊
毛
貿
易
の
動
斎
堂
す
る
・
と
に
よ
っ
て
、
カ
γ
．
ろ
T
ブ
葱
禽
警
の
礁
妾
あ
と
づ
け
仙

籍
就
秋
駿
魏
叡
隷
齢
麓
鎚
塑
謡
糠
麗
繰
欝
欝
肋
翻
雛
む
魏
臥
％
ビ
雑
嫉
藤
津
詩
法
蕨
∵

わ
れ
轟
期
は
・
雫
7
ド
糎
治
世
の
前
半
期
に
当
り
、
・
の
点
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
葉
問
題
と
な
っ
て
発
イ
ギ
リ
ス
蕪
主
義
の
開
始
響
緩
’

こ
の
時
点
に
求
め
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一

　
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
は
、
テ
ユ
ー
ダ
i
絶
対
主
義
の
成
立
以
来
、
産
業
草
命

の
頃
ま
で
約
二
世
紀
四
分
の
三
も
の
間
採
用
さ
れ
た
経
済
政
策
で
あ
る
が
、
そ

の
始
期
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
単
解
が
あ
る
。
旧
く
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

カ
ン
ニ
ソ
ガ
ム
氏
の
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
経
済
政
策
に
お
く
見
鯉
州
が
有
力
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

り
、
わ
が
園
で
も
、
角
山
栄
氏
は
、
こ
れ
と
大
体
同
じ
主
張
に
た
っ
て
い
る
が
、

ア
ン
ウ
ィ
ン
氏
は
カ
ン
ニ
ン
ガ
ム
氏
の
緩
解
を
馬
頭
際
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
一
世
の

経
済
政
策
は
、
王
圏
財
政
の
面
よ
り
必
要
に
応
じ
て
と
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
定
の
理
論
的
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
ア
ン
ウ
ィ

ソ
氏
の
研
究
を
も
と
に
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
治
世
に
お
け
る
幕
毛
課
税
と
独
占
問

題
を
論
じ
た
故
藤
原
浩
氏
も
王
の
経
済
親
親
に
つ
い
て
は
、
脚
本
的
に
は
ア
ン

ウ
ィ
ン
昏
薬
量
に
た
っ
て
垢
・
現
今
で
は
一
毫
・
藩
霧
の
始

期
を
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
治
世
に
適
畏
し
な
い
こ
の
ア
ン
ウ
ィ
ン
氏
の
主
張
は
妥

当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
で
は
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
始
期
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
．
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か
か
る
当
時
の
経
済
紅
玉
を
問
題
に
す
る
場
合
、
羊
毛
ス
テ
…
ブ
ル
捌
の
変
遷

を
考
察
す
る
の
が
最
も
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
羊
毛
輪
鐵
は
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

要
貿
易
部
門
を
構
成
し
、
そ
の
輸
出
関
税
は
王
国
の
震
要
財
源
と
み
ら
れ
た
た

め
、
経
済
政
策
は
自
ら
羊
毛
政
策
一
独
占
に
関
す
る
も
の
が
主
体
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
羊
毛
ス
テ
ー
ブ
ル
制
琵
カ
レ
ー
・
ス
テ
…
プ
ル
組
合
独
占
体
制
の
確

立
は
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
中
葉
ま

で
の
羊
毛
独
占
政
策
は
、
三
園
財
政
と
の
関
係
に
お
い
て
把
握
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
十
五
世
紀
後
半
、
．
エ
ド
ワ
ー
ド
四
身
治
世
に
な
る
と
、

国
内
毛
織
物
工
業
の
拾
頭
に
と
も
な
う
照
内
産
業
保
護
育
成
政
策
が
重
要
課
題

と
な
り
、
羊
毛
政
策
は
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
展
聡
さ
れ
は
じ
め
る
が
、
こ

こ
に
重
商
主
義
的
要
素
は
み
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
重
商
主
義
の
始
期
を
求
め
る
意
図
の
下
に
、
エ
ド
ワ
…
ド
四
世
の
羊

毛
政
策
を
、
右
に
の
べ
た
観
点
か
ら
追
求
す
る
が
、
そ
れ
を
十
五
世
紀
に
お
け

る
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
の
羊
毛
貿
易
独
占
の
歴
史
と
の
関
係
に
お
い
て

検
討
す
る
。

①
氏
に
よ
れ
ば
、
商
工
業
の
爾
家
規
制
の
基
礎
は
エ
ド
ワ
ー
ド
…
世
治
世

　
に
お
か
れ
た
が
、
真
に
入
際
的
性
格
を
も
つ
商
業
政
策
を
展
開
し
、
岡
内

　
産
業
一
毛
織
物
工
業
を
保
護
育
成
し
た
最
初
の
暦
空
は
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世

　
で
あ
る
と
し
、
鼠
王
の
経
済
政
策
を
高
く
評
価
す
る
。
し
か
る
に
一
方
、

　
彼
の
政
策
（
計
颪
）
は
、
先
見
の
き
く
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
相
対

　
立
す
る
諸
利
害
関
係
勝
の
調
整
に
失
敗
し
た
た
め
、
そ
の
計
顯
は
挫
折
せ

　
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
、
後
の
版
へ
第
鷲
版
）
で
王
に
た
い
す
る
評
価
を
蒋
　
の
・

　
干
修
蕉
し
て
い
る
が
、
藍
本
的
に
は
王
の
絶
対
主
義
的
性
格
を
容
認
す
る
　
儒

　
の
で
あ
る
。
　
／
ぐ
●
O
¢
昌
巳
類
σ
q
プ
勲
鵠
ど
○
目
O
蔦
些
O
h
訂
質
σ
Q
聞
G
謄
財
H
コ
創
蕊
菖
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4

　
鉾
巳
∩
o
津
諺
霞
o
o
”
ノ
．
c
轡
H
口
8
メ
娼
℃
・
卜
。
㎝
望
9
卜
⊃
①
P
G
。
O
。
。
一
ρ
d
ゆ
三
嵩
‘
　
1

　
露
δ
副
8
口
9
三
〇
℃
o
類
3
・
（
）
円
上
〔
掌
上
a
誠
囲
．
∩
h
ω
ε
蝕
。
。
。
ヨ
閃
0
9
」

　
琴
彗
8
国
溢
8
蔓
瑠
δ
㎝
。
。
曽
℃
℃
●
一
お
も
ρ

②
　
氏
は
「
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
に
一
貫
し
た
経
済
致
策
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

　
と
い
う
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
…
…
こ
の
時
代
に
重
商
主
義
的
な
政
策

　
に
よ
る
闘
民
国
家
建
設
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
こ

　
ろ
で
あ
ろ
う
。
扁
と
主
張
す
る
。
「
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
時
代
」
『
西
洋
史
学
撫

　
一
三
所
収
、
五
九
買
。

③
　
ア
ソ
ウ
ィ
ン
氏
の
主
張
は
、
男
ヨ
9
コ
O
O
二
三
↓
吋
黛
ざ
自
室
δ
吋
口
伽
婁
P
巴
瓢

　
類
押
伺
O
吋
○
◎
．
の
序
文
に
み
ら
れ
る
。
ボ
ス
タ
ン
氏
は
彼
の
か
か
る
伝
統
酌

　
見
解
を
打
破
し
た
研
究
を
「
偶
像
破
壊
的
研
究
」
と
の
べ
て
い
る
。
な
お

　
こ
の
ア
ン
ウ
ィ
ン
氏
の
主
贈
張
を
要
約
し
た
ポ
ス
タ
ソ
氏
の
叙
述
は
、
藤
…
原

　
浩
「
エ
ド
ワ
ー
ヂ
三
世
の
羊
毛
政
策
」
、
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
』
に
引

　
用
が
あ
る
Q
　
ツ
幽
●
ヅ
爵
℃
o
簿
9
”
8
日
遅
。
国
o
o
麟
。
彰
ざ
簿
P
急
℃
○
＝
¢
o
鉱

　
切
⑩
冨
慧
。
蕊
。
暁
切
譜
唯
鍵
乙
餌
M
乙
夢
①
寓
騨
蕊
Φ
笥
。
蝕
ば
O
O
ざ
事
誤
・

　
Ω
’
ω
9
a
o
。
。
言
寧
蹟
冴
｝
μ
ゆ
註
①
貯
蔓
⑦
緊
津
Φ
窪
夢
O
。
簿
霞
ざ

　
⑦
9
℃
o
ゴ
、
o
塊
碧
鼠
℃
o
。
。
夢
芦
μ
り
Q
Q
g
Q
▼
℃
．
δ
込
∂
．
こ
れ
に
対
し
て
角
由
氏
は
、

　
「
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ニ
ン
ガ
ム
の
説
に
短
し
て
、
ア
ン
ウ
ィ
ン
が
い
ろ
い

　
ろ
批
判
し
反
駁
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
…
…
」
と
カ
ン
ニ
ン
ガ

　
ム
氏
に
対
す
る
ア
ン
ウ
ィ
ン
氏
の
反
駁
を
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
し
、
あ

　
く
ま
で
も
、
エ
ド
ワ
；
ド
慧
世
の
経
済
政
策
を
国
許
的
生
産
力
を
背
崇
に

　
し
て
行
わ
れ
た
と
す
る
。
角
由
栄
、
燃
費
論
文
、
六
一
頁
。
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④
　
藤
際
渋
、
上
掲
論
文
。

⑤
拙
稿
「
ヨ
ー
ク
輯
に
お
け
る
財
務
行
政
の
変
化
」

　
周
年
記
念
論
叢
。二

『
史
学
研
究
臨
三
ナ

　
ま
ず
、
十
五
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
財
政
と
羊
毛
貿
易
（
関
税
）
と
の
関
連
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
．

　
中
世
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
財
政
収
入
は
、
王
室
収
入
・
関
税
・
特
別
税
の
三
項

①鷺
で
、
そ
の
う
ち
、
王
室
収
入
が
財
政
収
入
の
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、
エ
ド

ワ
ー
ド
一
世
以
後
、
羊
毛
貿
易
の
発
達
に
つ
れ
て
関
税
収
入
が
重
要
と
な
り
、

つ
い
に
王
室
収
入
を
圧
倒
す
る
に
至
る
。
こ
こ
に
十
五
世
紀
に
お
け
る
関
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

財
政
上
に
占
め
る
比
率
（
％
）
を
示
す
と
第
工
表
の
如
く
な
る
。

　
こ
の
関
税
の
主
要
部
分
を
占
め
る
も
の
が
羊
毛
関
税
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は

　
　
③

第
豆
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
…
閃
税
総
収
入
の
八
O
i
六
〇
％
と
概
算
さ

　
④

れ
る
。

　
そ
も
そ
も
関
税
の
藩
礎
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
に
確
立
さ
れ
、
そ
の
種

類
は
、
ω
旧
関
税
一
羊
毛
一
袋
あ
る
い
は
羊
毛
皮
三
〇
〇
枚
に
つ
き
、
，
六
シ

リ
’
ン
グ
八
。
ヘ
ン
ス
（
一
一
分
の
　
一
マ
…
ク
）
、
　
皮
革
一
ラ
ス
ト
に
つ
き
、
　
一
一
一
一
シ
リ

ン
グ
四
ペ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
人
・
外
上
人
隅
率
（
「
二
七
五
年
）
。
㈹
新
関
税

i
外
国
人
は
羊
毛
｝
袋
あ
る
い
は
羊
毛
皮
三
〇
〇
枚
に
つ
き
…
○
シ
リ
ン
グ
、

皮
革
一
ラ
ス
ト
に
つ
き
二
〇
シ
リ
ン
グ
、
そ
の
他
ブ
ド
ウ
酒
・
一
般
商
品
等
へ

T
（第

「＼時マ南鮮y阿「y
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l
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の
賦
譲
（
濫
晶
〇
三
年
）
。
　
⑧
亀
織
物
関

税
ー
イ
ギ
リ
ス
人
は
染
色
毛
織
物
一
反

に
つ
き
ニ
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
、
外
国
人

は
一
ニ
シ
リ
ン
グ
六
。
ヘ
ソ
ス
（
；
西
七
年
）

の
恒
久
飽
関
税
と
必
要
の
際
、
商
人
会
や

議
会
の
承
認
を
得
て
一
定
期
闘
賦
課
さ
れ

る
㊥
補
助
関
税
一
羊
毛
輸
出
特
別
税
・

ブ
ド
ウ
酒
・
…
．
般
商
品
に
関
す
る
ト
ン
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

・
ポ
ン
ド
税
、
の
四
種
あ
っ
た
が
、
こ
の

　　　　　　　第　豆　表　（単位£）
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5
ち
補
助
関
税
の
羊
毛
輸
幽
懸
鯛
税
が
重
要
で
、
第
互
表
の
％
も
こ
れ
を
対
象

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
治
旗
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
羊
毛
4

諜
税
を
め
ぐ
る
國
王
と
議
会
の
憲
法
論
争
の
中
心
も
、
実
に
こ
の
羊
毛
輸
出
特

別
税
に
関
し
て
で
あ
り
、
議
会
は
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
承
認
し
た
。
十
五
世

紀
に
な
る
と
憲
法
論
争
は
も
は
や
行
わ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
障
害
な
く
羊
毛
輸
出

特
別
税
霰
収
は
議
会
の
承
認
書
三
下
・

・
の
弓
張
、
議
会
の
承
認
し
た
一
一
出
特
別
三
次
の
通
り
で
あ
㌔

期
　
　
　
　
閲

「
三
九
九
、
九
、
二
九
よ
り

一
四
〇
五
、
九
、
二
九
よ
り

一
四
一
〇
よ
り

一
四
州
…
六
、
九
、

一
五
世
の
生
涯

一
四
連
覇
、
九
、
｝
よ
り

亟
頑
＝
い

亟
器
ご
一
い

一
廻
三
六
、
　
一
「
、

一
四
三
七
、
　
一
一
、

一
四
五
三
、
四
、

穴
世
の
生
涯

一
四
六
一
よ
り

…
四
穴
灘
よ
り

こ
九
よ
リ
ヘ
ン
リ

　
二
お
よ
び

二
闘
よ
り

こ
お
よ
び

二
よ
り

一
…
よ
り

一
一
よ
り

三
よ
り
ヘ
ン
リ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
入

　
五
〇
s
O
d

　
四
三
s
隙
d

　
嬰
瓢
s
四
d

　
四
三
s
隣
d

　
雲
二
s
四
d

　
萎
二
s
酋
d

三
三
s
闘
d

三
三
s
圏
d

三
三
s
囚
d

外
国
人

六
〇
s
O
d

璽
　
　
s
四
d

五
〇
s
O
d

六
〇
s
O
d

五
三
s
闘
d

四
三
s
四
d

五
三
s
四
d

四
穴
s
八
d

五
三
s
四
d

欄
三
s
O
d
　
　
○
O
s
O
d

四
三
s
O
d
　
一
〇
〇
s
O
d

鷺
【
s
闘
d
　
　
七
八
s
O
d

　
こ
の
よ
う
に
、
羊
毛
輸
禺
特
濁
税
の
徴
収
は
、
償
例
化
し
、
し
か
も
王
権
の

強
化
し
は
じ
め
た
ヨ
ー
ク
朝
に
お
い
て
は
、
王
は
六
三
年
以
来
終
身
通
用
の
承

認
を
得
た
の
で
、
羊
毛
輸
出
特
別
税
は
圃
定
蚊
悪
化
し
、
羊
毛
関
税
と
王
国
財

政
と
の
結
び
つ
き
は
一
層
緊
密
と
な
っ
た
。
　
一
五
世
紀
が
一
般
に
羊
毛
貿
易
の

衰
退
期
と
い
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
羊
毛
関
税
の
王
騒
財
政
に
占
め
る
位

鷹
が
、
前
代
と
ほ
ぼ
同
率
か
、
む
し
ろ
上
昇
の
傾
向
さ
え
た
ど
る
の
は
、
一
つ

に
は
か
か
る
事
由
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
王
国
財
政
と
羊
毛
関
税
の
緊

密
な
関
係
は
、
当
時
、
羊
毛
貿
易
が
完
全
に
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
倉
の
独

占
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
闘
係
上
、
王
幽
財
政
と
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
と
の
結
び
つ
き

を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
来
、
王
が
ス
テ
ー
プ
ル
継
合
に
羊
毛
門

出
独
占
権
を
賦
与
し
た
意
図
は
、
羊
毛
輪
出
の
際
、
重
い
輪
出
税
を
課
し
、
岡

時
・
に
そ
の
徴
収
を
請
負
わ
せ
る
と
い
う
王
国
財
政
機
関
の
～
機
能
を
発
揮
せ
し

め
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
財
政
が
窮
迫
す
る
と
王
は
羊
毛
関
税
を
拠

保
に
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
よ
り
多
額
の
融
資
を
う
け
（
羊
毛
関
税
の
前
償
）
、
こ
の

傾
陶
は
と
く
に
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
ヘ
ン
ジ
ー
六
世
治
世
末
の
財
政
危
機
の
際
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

．
碧
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
こ
こ
で
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
の
王
麟
財
政
へ
の
融
資
に
関
す
る
呉
体
酌
実
例
を

挙
げ
て
お
こ
う
。
す
で
に
、
一
四
〇
七
年
五
月
九
日
、
ス
テ
ー
プ
ル
・
メ
イ
ヤ

ー
た
る
リ
チ
ャ
…
ド
・
ウ
ィ
テ
ィ
ン
グ
ト
ン
は
、
欄
人
で
一
、
○
0
0
ポ
ン
ド
、

他
の
ス
テ
ー
プ
ル
商
人
と
共
岡
で
鰻
○
○
○
ポ
ン
ド
、
さ
ら
に
六
月
…
二
日
に
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は
、
四
、
○
○
○
ポ
ン
ド
を
融
資
し
、
降
っ
て
一
四
三
六
年
に
は
、
五
、
三
三

三
ポ
ン
ド
、
六
シ
リ
ン
グ
、
八
ペ
ン
ス
、
一
四
三
九
年
置
は
、
九
、
五
二
七
ポ

ン
ド
（
三
画
払
）
、
　
一
四
三
一
二
年
に
は
、
　
一
、
一
一
三
ニ
ポ
ン
ド
、
六
シ
リ
ン
グ
、

八
ペ
ン
ス
、
四
七
年
頃
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
は
、
一
〇
、
七
〇
〇
ポ
ン
ド
、

　
四
五
…
ニ
ー
四
加
†
に
は
、
　
閃
M
…
、
∩
）
（
）
〇
一
ホ
ン
ド
、
　
五
四
…
…
山
ハ
○
年
一
7
馬
は
、
　
四

九
、
五
八
0
ポ
ン
ド
を
提
供
、
こ
の
ほ
か
多
く
の
場
合
、
王
は
ス
テ
ー
プ
ル
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

合
か
ら
援
助
を
仰
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
償
還
は
、
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
の
納
付

す
べ
き
羊
毛
関
税
か
ら
差
引
く
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
一
つ
の
借
款
の
返
却
が

終
了
し
な
い
間
に
次
の
僧
入
れ
が
な
さ
れ
る
こ
と
多
く
、
ヘ
ン
リ
ー
六
世
治
世

末
の
政
治
の
混
乱
期
に
は
、
全
く
償
却
は
困
難
と
な
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
の
叙
述

よ
り
、
上
記
の
う
ち
、
一
〇
、
，
七
〇
〇
ポ
ン
ド
の
償
還
の
状
況
を
み
る
と
こ
の

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
一
〇
、
七
〇
〇
ポ
ン
ド
の
借
款
は
、
五
〇
1

五
四
年
の
四
年
間
に
、
ロ
ン
ド
ン
、
ボ
ス
ト
ン
、
ハ
ル
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
か

ら
話
出
さ
れ
る
羊
毛
の
輸
無
税
を
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
四
年

間
で
完
全
な
償
却
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
ず
初
年
は
比
較
的
順
調
に
す
す
ん
だ

が
、
次
年
よ
り
羊
毛
輸
出
が
充
分
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
か
な
り
の
来
払
金

額
が
残
存
し
た
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
年
次
に
は
、
返

還
予
定
金
額
一
、
　
一
三
三
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
の
う
ち
、
　
一
、
〇
四

九
ポ
ン
ド
一
五
シ
リ
ン
グ
が
返
還
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
三
年
次
の
未
払
は
、

一
八
九
ポ
ン
ド
ー
ニ
シ
リ
ン
グ
、
四
年
次
に
な
る
と
未
払
は
四
五
〇
ポ
ン
ド
ー

ハ
シ
リ
ン
グ
を
数
え
た
。
そ
の
他
の
三
港
に
つ
い
て
も
岡
様
、
未
払
金
額
が
残

存
し
、
償
還
期
限
ま
で
に
四
港
で
合
計
二
、
一
一
一
ポ
ン
ド
ー
ニ
シ
リ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

金
額
が
支
払
わ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
五
四
年
に
勃
発
し
た

カ
レ
…
駐
屯
兵
の
暴
動
は
償
還
を
嗣
難
に
し
た
ば
か
り
か
、
新
た
な
借
款
を
誘

発
す
る
結
果
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
政
治
上
の
混
乱
は
全
く
償
還
を
不
可

能
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
ヨ
ー
ク
朝
の
政
権
が
確
立
す
る
ま
で

借
款
は
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ク
朝
に
お
い
て
も
、
エ
ド
ワ
ー
ド
四
面
は

ラ
ン
カ
ス
タ
…
朝
の
場
合
と
同
様
、
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
よ
り
多
額
の
貸
付
を
・
）

け
、
そ
の
負
債
総
額
は
、
一
四
六
四
年
に
は
三
二
、
八
六
一
ポ
ン
ド
に
も
達
し

　
　
⑰

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
王
国
財
政
の
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
へ
の
著
し
い
依
存
関

係
は
、
一
四
六
六
年
、
王
と
組
合
の
新
協
定
に
導
き
、
こ
こ
に
緯
合
の
重
岡
財

政
機
関
と
し
て
の
機
能
は
確
立
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
羊
毛
関
税
の
徴
収
、

カ
レ
ー
駐
屯
兵
給
与
支
払
の
権
限
を
完
全
に
組
合
の
統
制
下
に
お
き
、
そ
の
他
、

三
一
一
、
八
六
一
ポ
ン
ド
の
借
款
の
抵
惑
と
し
て
年
闘
三
、
○
○
○
ポ
ン
ド
の
保

持
、
ロ
ン
ド
ン
港
徴
税
官
の
給
与
と
し
て
、
年
一
〇
〇
ポ
ン
ド
、
王
の
裁
判
官
、

行
政
宮
等
の
給
与
と
し
て
、
年
一
〇
〇
マ
…
ク
の
支
払
、
カ
レ
！
へ
向
う
羊
毛

船
績
船
（
二
二
圃
）
の
護
衛
費
の
支
払
、
ま
た
関
税
収
入
が
年
間
一
五
、
〇
二

ニ
ポ
ン
ド
凶
シ
リ
ン
グ
を
超
過
し
た
場
合
、
そ
の
余
剰
分
は
財
務
局
に
納
入
す

る
等
の
財
部
機
能
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
協
定
の
期
限
は
八
年
と
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決
め
ら
れ
た
が
、
期
限
の
切
れ
る
一
四
七
王
年
に
は
、
負
債
総
頷
が
依
然
と
し

て
二
八
、
○
○
○
ポ
ン
ド
の
多
ぎ
を
数
え
た
の
で
、
．
協
定
は
更
に
一
六
年
闘
延

長
さ
れ
て
、
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
の
地
位
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

㍗
り
に
、
　
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
治
…
没
、
　
ス
テ
ー
プ
ル
癬
冗
口
が
酎
財
政
撫
捌
能
を
灘
鵬
立
し
た

こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
独
占
の
強
化
に
よ
る
ス
テ
ー
プ
ル
継
合
の
冨
強
を
も

た
ら
し
、
他
方
そ
の
蓄
積
さ
れ
た
資
本
は
、
国
王
へ
の
貸
付
に
利
用
さ
れ
」
王

の
財
政
的
棊
盤
に
な
る
と
い
う
王
と
組
合
の
割
接
な
相
関
関
係
の
十
哲
を
結
果

し
た
が
、
こ
れ
は
、
王
と
商
業
資
太
・
と
の
結
び
つ
き
が
正
式
に
は
じ
ま
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
か
か
る
事
象
を
生
ぜ
し
め
た
理
由
は
何

か
。
王
と
組
合
の
こ
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
組
合
の
羊
毛
貿

易
独
占
を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
が
、
一
五
世
紀
に
あ
っ
て
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド

三
世
治
世
に
お
け
る
如
き
独
占
反
対
の
う
ご
き
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
看
過
し
得
な
い
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
羊
毛
貿
易
の
利
山
口
関
係
潜
屠
の

変
化
に
つ
い
て
次
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
①
拙
稿
、
上
掲
論
文
、
お
よ
び
「
パ
ラ
戦
争
の
財
政
史
的
考
察
」
、
『
岡
山

　
　
史
学
』
第
八
号
、
二
二
頁
。

　
②
　
こ
の
比
率
は
、
ラ
ム
ゼ
…
の
財
政
取
入
表
（
年
平
均
）
か
ら
二
二
さ
れ

　
　
る
が
、
大
体
は
、
大
野
真
樗
「
イ
ギ
リ
ス
絶
対
蛍
義
の
先
駆
」
　
『
横
浜
市

　
　
立
大
学
論
叢
』
第
六
巻
、
第
三
・
四
倉
二
号
に
計
算
し
た
も
の
が
あ
る
の

　
　
で
、
本
表
は
主
に
そ
れ
を
参
照
し
た
。
　
閑
ρ
琶
ω
9
ざ
い
舘
ざ
p
馨
○
戦
錠
日
創

　
　
亀
卜
F
同
Q
。
8
”
＜
o
ピ
幽
翠
ソ
一
①
ρ
。
。
ト
っ
ゴ
＜
9
塾
。
‘
唱
℃
．
ま
①
i
メ
偽
ご
－
卜
。
．

　
③
本
表
は
羊
毛
輸
出
特
胴
税
の
課
税
率
と
第
四
章
（
後
述
）
の
羊
毛
輪
出

量
（
第
W
表
）
か
ら
算
出
し
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
方
法
に
も
と
づ

い
て
行
っ
た
。
箪
甲
一
段
階
便
宜
上
、
降
、
代
を
第
悶
罵
岨
餓
叩
W
炎
よ
h
ソ
、
ヘ
ン

リ
ー
照
…
世
一
、
　
二
世
（
一
三
九
九
…
一
四
二
灘
）
、
　
ヘ
ン
リ
ー
六
冊
陣
　
（
　
四
剛
二

三
－
六
二
）
、
エ
ド
ワ
ー
ド
四
帯
轟
（
一
悶
回
轟
ハ
ニ
ー
六
九
）
、
　
（
一
四
七
二
一

八
三
）
の
四
期
に
分
け
、
各
羊
毛
輸
出
量
の
平
均
催
を
算
出
。
第
二
闘

魂第

外陶商人

58　s

　73　s

100　s｛　78　s

、鯉杢i・ギ・縞入

45s

40　s

43　s｛41　s

｝／lenry，IV．V

I”lenry，　VI

Edwarcl．　IV
　　　　　　，

　
羊
毛
関
税
の
大
体
を
灘
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
税
は
、
特
別
税
だ
け
の
値
で
あ
り
、

　
ま
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
関
税
総
収
入
に
た
い
す
る
羊
毛
関
税
の
劇
含
は
、

　
こ
の
第
亙
表
の
羊
毛
関
税
よ
り
も
多
少
多
く
な
る
だ
ろ
う
。

④
藤
原
浩
「
リ
チ
ャ
ー
ド
ニ
世
及
び
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
の
羊
毛
政
策
」

　
（
上
掲
書
、
一
…
…
…
鷺
i
四
頁
）
。

⑤
需
釜
霧
3
♂
！
卜
し
；
。
｝
）
●
9
俸
二
毛
。
置
。
。
1
號
9
鉾
ご
一
嚇
§
サ
ゴ
6

　
ヲ
u
o
き
∋
答
＝
陣
。
。
ε
噌
》
・
o
h
影
嶺
蚕
桑
・
＜
三
田
弘
逡
P
薫
y
O
δ
ム
ら
。
「

階
。
羊
毛
輪
出
特
別
税
課
税
率
表
ま
り
、

上
掲
の
各
蒔
期
に
お
け
る
課
税
率
の
平
均

植
（
イ
ギ
リ
ス
・
二
二
商
人
）
を
求
め
、

そ
れ
を
第
二
表
の
館
く
し
た
（
エ
ド
ワ
ー

ド
閥
世
払
個
惜
一
の
論
ハ
五
年
M
以
晶
肘
は
、
　
五
コ
｝
年

に
簸
め
ら
れ
た
率
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

無
意
段
階
。
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
外
国
商
入

の
劉
食
は
、
第
濯
章
で
明
ら
か
に
す
る
如

く
、
ヘ
ン
リ
ー
穴
世
ま
で
を
前
之
八
○
％

後
春
二
〇
％
、
エ
ド
ワ
…
ド
潤
世
治
鍬
、

八
五
％
㍉
一
礁
％
と
し
て
計
算
し
た
。
こ

れ
の
概
算
は
、
関
税
総
取
入
に
た
い
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
第
互
衷
の
棄
子
関

　
　
そ
の
他
恒
久
羊
毛
税
は
こ
の
中
に
＾
貧
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⑥
　
胤
世
紀
に
憲
法
論
争
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
藤
原

　
氏
上
掲
書
参
照
。

⑦
ヘ
ン
リ
ー
六
糠
ま
で
の
分
は
、
藤
原
氏
の
上
掲
の
論
交
に
掲
載
さ
れ
て

　
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
利
摺
し
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
四
二
の
分
に
つ
い
て
は
、
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羊
毛
貿
易
の
利
害
関
係
蒋
は
、
大
別
す
る
と
生
産
蒋
、
羊
毛
商
人
（
伸
買
入
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

羊
毛
輪
臨
商
人
の
一
二
者
に
分
れ
る
が
、
こ
れ
ら
お
の
お
の
は
一
五
批
紀
の
閣
に

如
何
な
る
変
化
を
深
し
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

　
中
世
の
羊
毛
生
産
は
、
農
耕
の
場
合
と
同
じ
く
、
領
主
の
直
営
地
経
営
（
大

規
模
）
か
、
領
主
か
ら
土
地
保
有
を
許
さ
れ
た
借
地
農
の
小
規
模
経
書
か
の
二

種
に
分
類
繊
来
る
が
、
領
主
経
済
の
発
展
し
た
一
三
世
紀
に
お
い
て
は
前
噺
が
、

一
四
世
紀
後
半
以
後
は
直
営
地
経
営
の
衰
遺
に
つ
れ
て
必
然
的
に
後
右
が
俊
位

を
占
め
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領
に
つ
い
て
み
る
と
、
一

五
世
紀
は
じ
め
に
は
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
ジ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
の
直
領
内
の
牧
場

は
、
ピ
カ
リ
ン
グ
藏
領
を
除
き
す
べ
て
農
民
に
貸
与
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
一
つ

の
例
外
だ
つ
た
ピ
カ
夢
ン
グ
牧
場
も
、
　
一
四
瓢
一
四
年
以
後
は
借
地
農
の
経
営
と

な
る
。
ま
た
比
較
的
お
そ
く
ま
で
碗
鴬
地
経
當
を
行
っ
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

爾
部
の
公
領
も
、
｝
附
言
避
年
以
降
、
ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
ー
、
ド
…
セ
ッ
ト
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

領
経
営
は
消
減
し
て
い
る
。
領
主
繰
営
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
羊
毛
は
直
接
、

輸
出
尚
人
に
売
却
さ
れ
て
い
た
が
、
借
地
農
の
小
規
模
生
産
優
勢
の
段
階
に
入

る
と
、
各
地
の
羊
毛
を
集
積
す
る
羊
毛
備
人
の
勢
力
が
増
大
し
、
生
産
嚢
は
輸

出
商
人
と
海
洋
売
買
契
約
す
る
代
り
に
彼
ら
羊
毛
商
人
と
取
引
を
か
わ
し
た
の

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
傾
主
経
営
の
盛
で
あ
っ
た
エ
ド
ワ
…
ド
三
世
治
世
は
、
生

産
者
と
輸
撮
商
人
と
の
直
接
契
約
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
貿
易
独
占
の
隠
題

が
生
ず
る
と
、
羊
毛
生
産
者
は
羊
毛
輸
嵩
路
を
狭
険
化
す
る
独
占
に
反
対
、
自

由
貿
易
、
低
関
税
を
要
求
し
、
所
謂
、
有
名
な
論
争
を
惹
起
し
た
が
、
一
四
世

紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
に
お
け
る
生
産
潜
と
羊
毛
商
人
の
取
引
関
係
の
成
立
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

生
産
者
を
し
て
貿
易
独
占
の
必
要
を
感
ぜ
し
め
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
羊
毛
商
人
は
、
封
建
的
領
主
経
済
の
衰
退
に
つ
れ
、
と
く
に
一
五
激
紀
に
な

る
と
重
要
な
グ
ル
…
プ
を
形
成
す
る
。
彼
ら
は
各
地
の
小
生
産
者
か
ら
羊
毛
を

集
積
し
、
そ
れ
を
輸
出
業
者
に
売
却
す
る
仲
介
薄
髭
側
を
は
た
す
の
が
常
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
仕
事
に
従
事
し
た
も
の
は
二
種
類
に
分
れ
る
。

、
ま
ず
地
方
廟
人
は
、
コ
ヅ
ツ
ウ
ォ
ル
ド
そ
の
他
の
羊
釜
生
産
地
域
に
思
住
し
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レ
て
附
近
の
羊
毛
を
集
愉
し
た
が
、
と
く
に
有
名
な
の
は
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ド
の
仲

介
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
は
、
羊
毛
取
引
だ
け
に
限
定
さ
れ
ず
、
少
く
と
も

一二

ﾂ
以
上
の
仕
事
を
も
つ
て
い
た
。
例
え
ば
サ
ー
ン
グ
ノ
ー
ト
ソ
の
ジ
ョ
ン
・

ス
ト
ッ
ク
ス
は
、
羊
毛
商
人
、
呉
服
商
、
布
類
販
売
商
、
サ
イ
ア
レ
ソ
セ
ス
タ

…
の
ト
マ
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
・
毛
織
物
商
、
羊
毛
商
、
行
商
。
フ
ェ
ア
フ
ォ

ー
ド
の
ジ
ョ
ン
・
、
テ
ィ
ム
は
、
農
夫
、
商
人
、
羊
毛
商
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
一
般
に
羊
毛
取
引
に
従
事
し
た
も
の
は
、
生
産
溝
、
織
元
、
一
般
商

人
を
も
兼
ね
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
一
方
、
．
ロ
ン
ド
ン
商
人
は
多
く
の
・
取
崩
を

行
っ
て
お
り
、
羊
毛
貿
易
は
そ
の
中
の
一
部
門
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
換
露
す
れ

ば
、
他
の
商
品
を
扱
う
聞
に
羊
毛
・
取
引
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
関
す
る

記
録
に
よ
れ
ば
、
羊
毛
を
扱
っ
た
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
主
な
職
業
は
、
六
入
は
布

類
販
売
商
、
四
人
は
食
料
懸
案
、
三
人
は
呉
駅
商
、
一
人
は
皮
革
商
、
一
人
は

真
鍮
細
工
師
、
一
人
は
鉄
板
商
と
あ
り
、
ま
た
ジ
ョ
ン
・
ブ
ォ
ル
ト
は
、
裁
縫

師
、
布
類
販
売
商
、
呉
服
商
と
時
に
よ
っ
て
異
っ
た
職
業
名
で
記
録
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら
の
仲
買
人
と
し
て
の
地
位
は
、
地
方
商
人
の
場
合
と
ば
少
し
相
違
す

る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
直
接
生
産
潜
か
ら
入
手
す
る
の
で
な
く
、
地
力
の

羊
毛
を
集
積
し
た
羊
毛
紳
買
人
か
ら
購
入
し
て
、
そ
れ
を
総
出
業
者
に
売
訳
す

る
仲
介
の
仲
軍
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
自
ら
が
ス
テ
…

プ
ル
商
人
で
な
け
れ
ば
輸
出
業
務
を
行
う
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
仲
買
業

潜
た
る
の
地
位
に
留
ま
っ
て
い
た
。
一
般
に
彼
ら
の
憲
要
業
務
は
布
類
ま
た
は

呉
服
販
売
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
　
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
9

二
種
類
の
羊
毛
蒲
人
の
勢
力
は
、
一
五
世
紀
に
著
し
く
増
大
し
た
の
で
、
彼
ら
　
（

の
う
こ
ぎ
は
貿
易
独
占
を
め
ぐ
る
論
争
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な
ろ
う
が
、
　
励

後
述
の
理
由
の
た
め
、
彼
ら
は
独
占
に
反
対
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
中
世
初
期
の
羊
毛
輸
出
は
ほ
と
ん
ど
外
国
商
人
が
行
っ
て
い
た
が
、
一
四
世

紀
は
じ
め
の
羊
毛
ス
テ
ー
ブ
ル
欄
設
定
の
気
運
を
契
機
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
落

入
の
勢
力
は
漸
次
上
昇
し
、
そ
の
後
の
ス
テ
…
プ
ル
制
の
発
展
、
一
四
世
紀
末

に
お
け
る
ス
テ
…
プ
ル
の
カ
レ
ー
定
着
と
と
も
に
、
一
五
髄
紀
の
羊
毛
貿
易
は
、

完
金
に
ス
テ
ー
プ
ラ
ー
ズ
の
掌
中
に
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
羊

毛
ス
テ
…
プ
ル
が
カ
レ
ー
に
設
定
さ
れ
た
ご
二
六
三
年
以
降
、
そ
の
後
多
少
の

　
　
　
　
　
④

屈
曲
［
は
あ
っ
た
が
、
　
一
瓢
世
紀
末
に
は
カ
レ
…
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
A
僻
は
、
羊
毛

貿
易
を
行
う
唯
一
の
大
嘗
ム
パ
エ
ー
と
化
し
、
羊
毛
貿
易
を
規
制
す
る
に
杢
つ

た
の
で
あ
る
。
カ
レ
…
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
含
は
、
そ
れ
自
体
、
メ
イ
ヤ
ー
と
カ

ウ
ン
シ
ル
（
オ
ー
ル
ダ
ー
マ
ン
）
の
難
督
機
関
を
も
つ
組
織
的
特
権
団
体
で
あ

り
、
そ
の
機
能
は
、
一
三
六
三
年
、
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
の
設
櫨
の
際
一
慈

の
形
態
が
と
と
の
い
、
一
五
世
紀
の
初
め
ま
で
に
は
充
分
明
ら
か
な
も
の
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
前
章
で
の
べ
た
財
政
機
関
と
し
て
の
機
能
の
他
、
カ
レ
ー
の

町
を
統
治
す
る
権
限
、
す
な
わ
ち
行
政
・
司
法
・
甲
政
治
外
交
・
軍
事
権
等
を
有

し
、
組
合
に
よ
る
か
か
る
カ
レ
ー
の
統
治
は
あ
た
か
も
、
重
商
主
義
時
代
に
お

け
る
特
許
会
社
の
穂
民
地
統
治
と
同
様
の
性
格
を
も
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
カ
レ
…
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
自
体
の
性
格
の
変

化
一
独
占
体
制
の
強
化
で
あ
る
。
元
来
、
羊
毛
は
甫
場
価
格
に
よ
っ
て
売
買
が
’

行
わ
れ
、
そ
の
取
引
は
か
な
り
長
期
の
信
謂
貸
で
あ
っ
た
。
組
合
も
羊
毛
売
買

に
あ
た
っ
て
、
一
応
そ
の
成
員
を
統
糊
下
に
入
れ
た
後
は
、
成
員
に
た
い
し
て

比
較
的
自
由
に
売
買
さ
せ
て
お
り
、
売
上
無
益
の
成
貴
へ
の
分
配
も
行
わ
れ
ず
、

ル
ー
ズ
な
商
人
団
体
の
形
を
な
し
て
い
た
が
、
一
四
二
九
年
、
　
「
ス
テ
…
プ
ル

に
関
す
る
諸
法
令
」
が
発
布
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
組
合
内
の
独
占
体
系
の
は
じ

ま
り
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
羊
毛
売
買
に
お
け
る
信
用

取
引
の
禁
止
、
獣
毛
価
格
は
市
揚
価
格
に
よ
ら
ず
、
ス
テ
…
ブ
ル
組
合
が
設
定

す
る
こ
と
等
を
き
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
結
果
、
各
成
員
が
羊
毛
を
大

量
購
入
し
よ
う
と
思
え
ば
、
多
額
の
資
本
を
陵
虐
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
組

合
に
よ
る
価
格
の
決
定
は
、
役
員
の
多
数
が
大
商
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
、
各
成
員
は
大
商
人
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
か
る
独
占

へ
の
う
ご
き
に
た
い
し
て
、
ス
テ
…
プ
ル
組
合
も
相
当
積
極
的
で
あ
り
、
一
四

四
四
年
に
は
、
組
合
の
役
員
選
挙
権
を
少
く
と
も
羊
毛
一
〇
袋
以
上
船
積
可
能

な
大
商
人
に
限
定
す
る
と
い
5
要
求
を
王
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
要
求
は
拒

否
さ
れ
た
が
、
一
四
五
四
年
の
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
独
占
反
対
の
皆
具
「
カ
レ
ー

ス
テ
プ
ー
ル
に
羊
毛
・
羊
毛
袋
を
運
送
し
て
そ
こ
で
売
買
す
る
商
人
は
、
普
通

の
諸
負
担
金
を
除
く
い
か
な
る
上
納
金
を
も
支
払
う
こ
と
な
く
、
組
合
員
と
岡

様
の
特
権
・
低
関
税
を
享
憂
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
が
だ
さ
れ
る
と
、
こ
ん
ど
は

逆
に
王
は
こ
の
請
願
を
却
下
し
て
、
組
合
加
盟
金
の
大
巾
引
上
げ
を
認
め
た
の

で
あ
る
σ

　
か
く
て
桐
轟
の
資
本
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
組
合
員
に
な
る
こ
と
は
困

難
と
な
り
、
組
合
は
大
商
人
支
配
の
独
占
体
制
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の

組
合
内
の
独
占
化
は
、
羊
毛
貿
易
に
お
け
る
大
資
本
の
支
配
を
意
味
す
る
。
こ

こ
に
組
合
は
、
大
商
業
資
本
家
の
構
成
す
る
独
占
カ
ム
パ
ニ
…
と
化
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

機
能
も
、
取
締
・
監
督
的
な
も
の
か
ら
殊
忍
会
祉
的
な
も
の
へ
と
転
換
し
た
の

で
あ
っ
た
。
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
王
国
財
政
と
組
合
と
の
財
政
的
関
係
も
、

一
つ
に
は
、
組
合
が
こ
の
よ
う
な
大
資
本
を
も
つ
独
占
団
体
に
な
っ
た
か
ら
こ

そ
成
立
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
以
上
、
二
五
世
紀
に
お
い
て
は
、
羊
毛
貿
易
利
害
関
係
者
層
の
閾
に
樋
々
の

変
化
の
生
じ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
テ
ー
プ
ラ

ー
ズ
の
独
占
組
合
化
に
と
も
な
う
羊
毛
貿
易
か
ら
の
小
面
本
志
出
、
大
資
本
支

配
の
確
立
が
顕
著
な
事
実
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
組

合
は
、
羊
毛
貿
易
の
規
制
を
確
立
し
た
ば
か
り
か
、
維
胃
内
の
独
占
化
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
鷹
接
、
貿
易
の
集
中
・
独
占
を
は
か
り
、
か
く
の
如
く
し

て
羊
毛
貿
易
を
虚
7
5
全
に
掌
中
に
お
さ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
組
合
の
羊
毛
貿
易
独
占
に
た
い
し
て
、
エ
ド
ワ
…

ド
三
世
治
世
に
あ
っ
た
よ
う
な
羊
屯
生
産
春
の
側
か
ら
す
る
反
対
の
う
ご
き
が

み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
樵
何
故
か
。
～
つ
に
は
、
上
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
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く
、
領
霊
経
済
の
褒
退
・
農
罠
経
済
の
発
展
、
生
産
副
題
の
変
化
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
国
内
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
発
展
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
、
毛
繊
物
工
業
の
発
展
過
程
と
生
産
者
・
羊
毛
紳
買
人
と
の
関
係

に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
て
お
く
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
毛
織
物
工
業
は
す
で
に
一
二
一
三
世
紀
頃
か
ら
、
東
部
諸
道
衛

を
中
心
と
し
て
発
展
し
は
じ
め
た
が
、
漸
次
そ
の
中
心
は
都
市
か
ら
農
村
へ
移

り
、
と
く
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ニ
世
以
後
こ
の
傾
向
は
顕
著
と
な
り
、
小
規
模
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
経
営
す
る
織
元
さ
え
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
イ
ギ

リ
ス
は
、
従
来
の
羊
毛
輪
出
国
か
ら
毛
織
物
輸
出
国
へ
転
換
す
る
塞
礎
が
き
ず

か
れ
、
一
五
世
紀
に
な
る
と
、
毛
織
物
生
産
は
著
し
く
伸
張
、
毛
織
物
の
輸
鳩

は
羊
毛
貿
易
を
凌
駕
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
は
最
大
の
毛
織
物
市

場
と
し
て
成
長
し
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
毛
織
物
が
輸
禺
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま

　
　
　
⑦

で
も
な
い
。
か
か
る
毒
織
物
工
業
の
発
展
は
、
国
内
に
お
け
る
羊
毛
需
要
の
著

し
き
増
大
を
結
果
し
、
従
っ
て
羊
毛
生
藍
煮
・
羊
毛
商
人
の
中
に
は
、
毛
織
物

生
産
を
兼
業
す
る
も
の
、
或
は
織
元
に
転
化
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ
の
種
の
人

々
は
ま
す
ま
す
地
方
の
羊
毛
生
産
岩
と
結
び
つ
く
傾
向
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
、
毛
織
物
輸
出
業
蒋
の
有
力
な
も
の
は
、
上
述
の
羊
毛
商
人
の
第
ニ
グ

ル
ー
プ
た
る
ロ
ン
ド
ン
商
人
…
呉
服
商
、
食
料
贔
商
、
布
類
販
売
三
等
i
が
含

ま
れ
て
い
た
の
で
、
羊
毛
生
産
量
・
羊
毛
商
人
の
利
害
は
、
当
然
、
毛
織
物
工

業
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
ス
テ
…
プ
ラ
ー
ズ
の
羊
毛
貿
易
独
占
が
強
化
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
羊
毛
生
産
饗
・
羊
毛
商
人
は
ほ
と
ん
ど
損
害
を
蒙
る
こ

と
な
く
、
独
占
反
対
の
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
独
占
体
綱
の
確

立
は
、
羊
毛
輸
出
を
制
限
し
、
羊
毛
の
国
外
流
畠
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
彼
ら
羊
毛
生
産
者
達
に
も
有
利
だ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
て
、
小
生
産

者
・
羊
毛
仲
買
商
人
の
函
南
及
び
彼
ら
の
毛
織
物
工
業
と
の
利
害
関
係
が
、
羊

毛
貿
易
の
独
占
を
確
立
さ
せ
に
璽
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
酌
に
は

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
こ
の
独
占
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
王
の
羊

毛
政
策
と
の
関
達
に
お
い
て
問
題
を
追
求
す
る
。

④
℃
o
を
。
び
。
ワ
9
け
二
℃
℃
』
ト
。
－
腿
曾

②
　
ぴ
陣
鳥
ご
℃
㌻
b
。
辛
㎝
”
無
ム
O
■

③
量
畠
ご
℃
や
島
ム
メ
羊
毛
貿
易
の
独
出
に
た
い
し
て
玉
壷
者
が
反
対
を
．

　
示
さ
な
か
っ
た
一
つ
の
理
由
は
、
圖
内
に
お
け
る
屯
織
物
工
業
の
発
膿
で

　
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
行
論
の
中
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

④
　
弟
毛
ス
テ
ー
ブ
ル
が
カ
レ
ー
に
定
漉
溺
す
る
の
は
コ
ニ
九
〇
年
以
後
で
あ

　
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
単
毛
生
産
者
の
反
舞
運
動
等
に
よ
リ
ス
テ
：
ブ
ル
の

　
億
催
は
不
安
驚
で
あ
っ
た
。
六
三
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
の
過
程
鳳
次
の
灘

　
く
で
↓
め
四
〇
。
　
講
漢
ぶ
，
六
九
年
に
は
ス
テ
…
。
フ
ル
は
本
幽
闘
に
移
転
山
ご
れ
る
こ
と

　
に
な
っ
た
が
、
翌
年
、
再
び
カ
レ
…
に
復
帰
。
ま
た
八
四
年
に
は
カ
レ
ー

　
か
ら
ゼ
ー
ラ
ソ
ド
の
ミ
ヂ
．
ル
ブ
ル
グ
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
よ
り
本
悩

　
へ
移
そ
う
と
す
る
企
瞬
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は
九
G
年
に
一
度
成
功
し
た
が
、

　
岡
年
カ
レ
ー
に
移
さ
れ
、
こ
こ
に
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
は
確
立
し
た
の
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十五虹鱒の英園羊屯貿易1こ関する一一考察（尾緊）

　
で
あ
る
。
い
弓
。
。
9
ご
O
ワ
鼠
け
．
二
）
℃
●
朝
①
ゲ
ト
）
・

⑤
9
Q
ら
昏
§
N
鷲
閃
品
涜
畠
類
m
三
骨
『
℃
o
澤
弊
．
罷
9
H
払
。
。
Q
。
押
ワ
ω
凸
・

⑥
℃
o
芝
。
び
○
や
。
ぴ
▼
℃
・
。
。
ω
・
彼
ら
を
構
戒
す
る
商
人
は
、
大
部
分
が
霧

　
ン
ド
ソ
商
人
で
、
そ
の
一
部
は
羊
毛
仲
介
業
を
兼
務
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
売
上
利
潤
は
、
各
人
の
持
前
の
羊
奄
量
（
谷
人
が
ス
テ
ー
プ
ル
に
も
た
ら

　
し
た
羊
毛
量
）
を
墓
準
に
し
て
各
員
に
分
紀
さ
れ
る
形
態
を
と
っ
た
。

⑦
出
■
ρ
O
鍵
び
ざ
｝
轟
譲
ω
8
こ
。
欝
｝
0
8
σ
q
目
碧
ξ
9
国
凝
5
巳
ぴ
。
h
o
お

　
｝
U
．
H
O
。
O
ρ
お
臼
博
や
ト
。
ミ
．

四

　
上
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
ス
テ
ー
プ
ラ
…
ズ
の
羊
毛
貿
易
独
占
は
、

一
五
世
紀
中
葉
に
、
は
、
ほ
と
ん
ど
既
定
の
事
実
と
な
っ
た
が
、
こ
の
独
占
を
決

定
的
な
も
の
に
し
た
の
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
が
ま
ず
六
三
年
に
発
布
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
羊
毛
輸
出
及
羊
毛
束
の
不
正
に
関
す
る
法
令
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
「
〔
国

王
〕
は
次
の
諸
事
項
を
規
定
・
確
立
す
る
。
す
な
わ
ち
上
述
の
羊
毛
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
上
述
の
領
域
ま
た
は
ウ
ェ
ル
ズ
か
ら
輸
出
す
る
場
合
、
カ
レ
ー
以

外
の
如
何
な
る
場
所
へ
も
輸
．
出
さ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
。
但
し
、
ノ
…
サ
ム
バ

ラ
ン
ド
、
カ
ム
バ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ス
ト
モ
ア
ラ
ン
ド
、
ダ
ラ
ム
、
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
シ
ャ
…
産
．
の
羊
毛
は
鋼
外
と
す
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
羊
毛
の
積
出
港

は
ニ
ュ
ー
カ
…
ス
ル
に
限
定
す
る
。
…
…
上
述
の
ス
テ
ー
プ
ル
商
人
は
、
こ
の

領
域
か
ら
、
上
述
の
カ
レ
…
・
ス
テ
ー
プ
ル
よ
り
他
の
い
か
な
る
場
所
へ
も
、

ス
テ
ー
プ
ル
の
上
述
の
商
晶
を
売
る
べ
き
で
な
い
こ
と
。
…
…
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
．

の
こ
の
領
域
内
に
居
往
す
る
人
は
、
陰
門
商
人
を
除
い
て
、
上
述
の
領
域
か
ら

も
た
ら
さ
れ
る
如
何
な
る
商
品
を
も
、
外
巨
船
で
運
搬
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

と
な
っ
て
お
り
、
カ
レ
ー
・
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
の
羊
毛
貿
易
独
占
を
厳
格
に
規

定
し
た
ば
か
り
か
、
後
の
航
海
条
令
の
形
態
が
あ
ら
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
の

保
護
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ス
テ

ー
プ
ラ
ー
ズ
の
羊
毛
貿
易
独
占
は
、
今
ま
で
悲
干
存
在
し
て
い
た
外
国
商
人
資

本
の
羊
毛
貿
易
か
ら
の
駆
逐
を
決
定
的
に
し
、
外
国
商
人
の
羊
毛
・
取
引
は
、
た

だ
綱
外
の
北
部
五
州
産
の
羊
毛
を
ニ
ェ
ー
カ
ー
ス
ル
か
ら
輸
出
す
る
こ
と
に
限

定
さ
れ
た
。

　
そ
も
そ
も
票
毛
貿
易
は
、
中
世
初
期
に
お
い
て
は
四
這
商
量
、
最
初
は
フ
ラ

ン
ド
ル
人
、
つ
い
で
イ
タ
リ
ア
人
が
指
導
権
を
掌
握
し
て
い
た
が
、
一
四
世
紀

中
葉
以
後
、
漸
次
、
こ
れ
ら
外
爾
商
人
に
代
っ
て
イ
ギ
リ
ス
商
人
が
優
位
を
占

め
る
に
至
り
、
ス
テ
…
プ
ル
体
制
の
確
立
は
、
こ
の
傾
向
を
一
膚
促
進
し
た
の

で
あ
る
。
羊
毛
貿
易
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
占
め
る
黒
表
は
、
＝
一
七
三

年
に
は
、
三
分
の
一
、
ニ
ニ
六
二
～
七
六
年
に
は
、
三
分
の
二
か
ら
四
分
の
三
、

一
五
世
紀
に
は
、
五
分
の
四
と
な
り
、
一
五
世
紀
中
葉
以
降
は
羊
毛
貿
易
は
ほ

と
ん
ど
全
部
イ
ギ
リ
ス
商
人
i
そ
の
五
分
の
四
以
上
は
ス
テ
ー
プ
ラ
…
ズ
：
の

里
中
に
帰
し
、
羊
毛
貿
易
に
関
す
る
限
り
外
岡
商
人
の
勢
力
は
駆
逐
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
一
方
、
羊
毛
貿
易
の
独
占
政
策
は
、
三
園
資
本
の
排
除
と
と
も
に
、

国
内
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
保
護
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
エ
ド
ワ
ー
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ド
四
国
治
世
に
は
こ
れ
に
関
す
る
一
連
の
法
令
が
発
布
さ
れ
る
。
ま
ず
六
三
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
外
国
毛
織
物
・
絹
織
物
輸
入
禁
止
令
」
、
　
つ
い
で
こ
れ
を
種
々
の
製
品
に
適

干
し
て
「
製
造
品
輪
入
禁
止
令
扁
を
制
定
し
た
。
こ
の
法
令
の
搬
要
箇
所
を
摘

出
す
る
と
「
ロ
ン
ド
ン
及
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
他
の
都
帯
・
農
村

に
居
住
す
る
男
女
手
工
業
藩
の
生
活
は
、
彼
ら
の
製
造
す
べ
き
数
々
の
商
晶
が

大
量
、
王
の
競
争
藩
た
る
外
魑
人
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
る
た
め
著
し
く
疲
弊
し

て
い
る
と
い
う
請
願
が
議
会
に
な
さ
れ
た
の
で
、
多
く
の
商
品
の
輪
…
入
は
禁
推

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
毛
織
物
、
レ
ー
ス
、
リ
ボ
ン
、
編
織
物
、
馬
鞍
、
馬
臭
、

革
製
品
、
ナ
イ
フ
、
ハ
サ
ミ
、
欄
子
等
を
含
む
」
と
な
っ
て
お
り
、
毛
織
物
だ

け
で
な
く
そ
の
他
一
般
製
晶
の
輸
入
禁
止
を
も
明
確
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
翌
六
四
年
に
は
「
外
国
毛
織
物
輸
入
禁
止
令
」
の
更
新
、
穴
五
年
に
は
、

「
毛
織
物
製
造
の
不
正
に
関
す
る
法
令
扁
を
施
行
し
て
製
造
品
の
輸
入
禁
止
の

徹
底
を
は
か
る
と
と
も
に
、
更
に
六
七
年
に
は
、
原
料
・
未
製
品
の
輸
入
禁
止

を
規
定
し
た
「
未
製
毛
織
物
輸
出
禁
止
令
」
を
発
布
す
る
に
お
よ
び
、
こ
こ
に

毛
織
物
工
業
の
保
護
育
成
に
関
す
る
一
連
の
諸
法
令
は
出
そ
ろ
い
、
産
業
保
護

　
◎

政
策
の
基
礎
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
か
る
結
果
は
、
当
然
毛
織
物
の
輸
出
を
盛
ん
な
ら
し
め
、
そ
の
輸
幽
額
は
、

当
聴
減
少
し
つ
つ
あ
っ
た
羊
毛
貿
易
と
妊
対
照
を
な
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

両
漸
の
貿
易
発
展
過
程
を
示
し
た
第
W
表
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
如
く
、
羊
毛
輸

出
量
は
、
一
五
覚
紀
に
な
る
と
、
一
四
世
紀
の
三
〇
、
○
○
○
代
か
ら
八
、
○

第w表
間　1羊毛輸出量i毛織物輪嵐量期

27，　760

24，　502

29，　315

30，　718

25，108

29，　488

28，　366

36，　359

42．　665
　　，

38，　417

40，　641

39，　693

tle，　g！4

56，　097

55，　976

52，　482

53，　699

35，　078

38，　928

37，　738

35，　059

31，933

25，　855

39，664

27，　6！0

43，　129

51．　889
　　’

62，586

15，023

10．　864
　　’

14，　221

14，　393

！4，　4－67

14．131
　　’

14，　778

13．　893
　　’

ユ3，959

15，　437

9，　7v19

8，　294

2，　353

9，101

9，　776

9，　279

7，654

8，　4／2

7，　660

9，　290

7，　664

4．　976
　　’

7，　044

9，　316

7，　811

9，　091

7，　502

9，794

1399－1402

1402－

1405－

1408－

1411－

1414－

1417－

1420－

1423一

ユ426－

1429－

1432－

1435－

1438－

1441－

1444－

1446－

1448－

！450－

1453－

1456一
ユ459一一一

1462－

1465－

1469－

1471－

1476－

K79一

05

08

11

14

17

20

23

26

29

32

35

38

41

44

46

48

50

53

56

59

62

65

69

71

76

79

82．

（注）羊毛輪墨はsackS，毛織物輸出は

　　braoad　cloth．

○
○
以
下
に
減
少
し
た
の
に

対
し
、
一
方
、
毛
織
物
輸
出

測温

ﾍ
一
五
世
紀
後
半
に
は
六

〇
、
○
○
○
以
上
を
数
え
、

上
昇
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い

る
（
い
ず
れ
も
年
平
均
）
。

　
か
く
発
展
し
は
じ
め
た
毛

織
物
貿
易
は
、
羊
毛
貿
易
の

よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
商
人
、
ス

テ
ー
プ
ル
組
合
の
独
占
に
あ

154 （79－1）
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る
の
で
は
な
く
、
ハ
ソ
ザ
商
人
そ
の
他
の
外
国
商
人
も
多
く
従
事
し
て
い
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
商
人
の
無
体
と
し
て
は
マ
！
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ

が
注
隈
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
は
一
五
世
紀
の
間
に
羊
毛
の
ス
テ
…
プ
ル
組
合
に

匹
敵
す
る
鑛
著
な
商
人
組
余
と
し
て
成
長
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
発
展
過
程
を

概
略
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
マ
…
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
エ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
筋
芽
は
す
で
に
二
二
世
紀
に
み
ら
れ
る
が
、
最
初
は
ス
テ
…
プ
ラ
ー
ズ
と
の

区
別
…
は
な
く
、
た
だ
フ
ラ
ン
ド
ル
貿
易
に
従
事
す
る
王
濁
商
人
の
一
団
体
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
四
世
紀
後
半
に
お
け
る
羊
毛
ス
テ
ー
ブ
ル
制
の

成
立
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ブ
ラ
ー
ズ
が
羊
毛
貿
易
を
独
占
す
る
著
名
な
商
人
団

体
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ド
ル
諸
都
市
と
貿
易
し
て
い
た
商
人
は
、
羊

毛
貿
易
よ
り
も
謡
織
物
暴
落
に
関
心
を
も
ち
、
こ
こ
に
羊
毛
を
あ
つ
か
う
ス
テ

ー
プ
ラ
ー
ズ
と
は
区
別
さ
れ
て
毛
織
物
商
の
商
人
近
体
が
禺
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
即
ち
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ヂ
ヴ
ェ
ソ
チ
ャ
ラ
ー
ズ
に
他
な
ら
な
い
が
、
最

初
の
う
ち
は
、
そ
れ
は
一
つ
の
組
織
と
い
ヶ
よ
り
も
夫
々
独
立
の
商
人
団
体
の

集
合
体
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
ロ
ン
ド
ン
商
人
－
呉
服
商
が
最
も
勢
力
を
占
め

て
い
た
。
し
か
し
、
一
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
毛
織
物
重
器
量
の
楽
曲
に
と

も
な
っ
て
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ソ
チ
ャ
ラ
ー
ズ
は
ス
テ
…
プ
ラ
ー
ズ
に

つ
い
で
活
躍
す
る
商
人
閾
俸
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
更
に
ス
テ
ー
プ
ラ
ー

ズ
の
独
占
組
合
化
に
刺
激
さ
れ
て
厳
格
な
組
合
組
織
化
へ
の
道
を
歩
む
に
い
た

っ
た
。
一
五
世
紀
に
お
け
る
マ
～
チ
ャ
ソ
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
…
ズ
の
か

よ
う
な
進
出
は
や
が
て
重
商
主
義
時
代
に
酒
毒
す
る
基
盤
を
き
ず
く
こ
と
に
な

る
の
で
あ
り
、
そ
の
進
上
の
基
盤
を
培
、
養
し
た
一
要
素
こ
そ
、
ま
さ
に
エ
ド
ワ

ー
ド
四
世
の
羊
毛
貿
易
独
占
・
毛
織
物
工
業
保
護
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
で
は
、
王
を
し
て
こ
の
よ
う
な
注
難
す
べ
き
経
済
政
策
を
推
行
せ
し
め
た
原

動
力
は
何
で
あ
っ
た
か
。
当
時
悶
内
に
あ
っ
て
は
、
毛
織
物
工
業
の
発
展
に
つ

れ
そ
の
利
害
関
係
者
腰
の
勢
力
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
層
の
勢

力
が
王
の
政
策
に
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
利
警
関
係
表
と
し
て

は
、
生
産
籍
・
貿
易
商
人
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
上
述
し
た
如
く
、
そ
の
う
ち
ロ

ン
ド
ン
商
人
の
勢
力
強
く
、
彼
ら
は
貿
易
上
に
お
け
る
外
岡
商
人
の
種
々
の
特

権
を
排
除
し
て
自
国
産
業
及
び
商
業
資
本
の
育
成
を
要
求
、
盛
ん
に
議
会
や
枢

密
院
に
講
亡
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
状
況
は
上
掲
の
六
藁
年
法
令
「
製
造
品
輸

入
禁
止
令
」
に
も
よ
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
、
こ
れ
ら
の
重
商
主
義
的
と
も
い
う
べ
き
経
済
政
策
は
治
撮
前
半
期
に
の

み
施
行
さ
れ
、
後
半
期
に
お
い
て
は
前
半
期
の
そ
れ
と
は
逆
の
政
策
、
す
な
わ

ち
重
商
主
義
的
政
策
の
後
退
i
ハ
ン
ザ
商
人
の
蒋
権
を
回
復
、
強
化
さ
せ
る
一

が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
元
来
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ハ
ン
ザ
の
地
位
は
特

別
の
優
遇
状
態
に
あ
り
、
中
世
を
通
じ
て
多
く
の
特
権
が
賦
与
さ
れ
て
い
た
。

貿
易
部
門
に
お
け
る
輸
出
…
閃
税
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
毛
織
物
関
税
率
は
イ
ギ
リ

ス
商
人
の
そ
れ
よ
り
も
少
く
、
ポ
ン
ド
税
．
ト
ソ
税
の
如
き
補
助
関
税
は
遡
源

！55 （795）
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部署画ミ瞬商嘱ソズ

．
2
4
1
8
1
2

28

Q1

P4

cloth　dyecl

cloth　half　dyed

cloth　undyed

に
交
代
す
る
と
、
内
曇
の
際
、

発
、
と
く
に
数
輩
的
階
贋
す
な
わ
ち
薦
人
髪
を
背
景
に
も
つ
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世

は
、
彼
ら
商
人
（
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
商
人
）
の
要
求
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、

活
き
の
羊
毛
貿
易
・
毛
織
物
に
関
す
る
政
策
実
施
と
と
も
に
ハ
ン
ザ
の
特
権
制

限
を
企
嘉
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
即
位
す
る
と
六
一
年
、
六
三
年
、
六
五
年
に

そ
の
州
権
を
更
新
し
て
は
い
る
が
い
ず
れ
も
短
期
間
に
限
り
、
長
期
に
わ
た
っ

て
は
許
可
し
な
か
っ
た
。
か
か
る
ハ
ン
ザ
に
た
い
．
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
態
度
の
変
．

化
に
つ
い
て
、
ハ
ン
ザ
の
調
嶽
宮
は
よ
う
や
く
六
七
年
末
よ
り
注
目
し
は
じ
め

た
が
、
そ
の
矢
先
こ
れ
を
実
証
す
る
事
件
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
即
ち
六
八
年
六

月
、
バ
ル
ト
海
航
薄
野
の
イ
ギ
リ
ス
商
船
が
サ
ン
ド
沖
で
デ
ン
マ
…
ク
王
に
掌

捕
さ
れ
た
隠
、
た
だ
ち
に
そ
の
代
償
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
ハ
ン
ザ
商
品
の

　
　
　
　
　
④

さ
れ
て
い
た
。
今
、
テ
詠
ー
ダ
i
朝
初
期
に
お
け
る

毛
織
物
関
税
率
を
挙
げ
る
と
第
V
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ン
ザ
の
特
権
は
、
当
然
、
一
四
世
［
紀

以
来
勢
力
を
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
本
国
商
人
の
攻
撃

対
象
と
な
り
、
そ
の
た
め
一
五
穀
紀
に
な
る
と
、
ハ

ン
ザ
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
と
の
抗
争
が
し
ば
し
ば
お
こ

り
、
一
四
四
九
年
、
五
八
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
私
風

船
が
ハ
ソ
ザ
蒲
船
を
掌
署
す
る
事
態
ま
で
生
ず
る
に

至
っ
た
。
政
権
が
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
か
ら
ヨ
ー
ク
朝

　
　
一
時
中
断
し
て
い
た
ハ
ン
ザ
特
権
の
問
題
は
再

差
押
え
と
い
う
報
復
的
処
置
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
お

け
る
ハ
ン
ザ
の
麟
権
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
ザ
諸
市
問
の
不
和
ー
ハ
ン

ザ
諸
市
と
ケ
ル
ン
間
の
一
を
利
用
し
て
、
ケ
ル
ン
に
の
み
例
外
的
処
鶯
を
と
り
、

両
者
間
を
完
全
に
分
断
す
る
策
を
企
図
、
一
挙
に
ハ
ン
ザ
の
勢
力
を
後
退
さ
ぜ

　
　
　
　
　
⑦

よ
う
と
計
っ
た
。
こ
こ
に
エ
ド
ワ
ー
ド
四
抵
の
即
位
以
来
試
み
ら
れ
て
き
た
ハ

ン
ザ
特
権
の
制
限
は
成
功
し
た
か
の
如
く
み
え
た
が
、
ハ
ン
ザ
諸
甫
は
こ
の
よ

う
な
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
ザ
抑
制
策
に
た
い
し
て
巻
返
し
を
計
り
、
網
互
に
諸
市

が
結
束
し
て
北
海
に
て
対
英
闘
争
を
展
開
し
た
た
め
、
北
海
方
面
に
お
け
る
イ

ギ
リ
ス
商
船
の
航
行
は
き
わ
め
て
危
険
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
毛

織
物
貿
易
は
著
し
く
減
退
す
る
に
至
っ
た
。
第
W
衷
を
み
れ
ぽ
、
毛
織
物
輸
出

の
減
退
し
た
時
期
は
、
ハ
ン
ザ
と
の
不
和
・
闘
争
の
期
間
に
あ
た
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
呉
体
的
に
示
せ
ば
、
一
四
四
九
一
七
〇
年
の
不
和
の
野

離
の
毛
織
物
輪
出
量
（
年
平
均
）
は
、
そ
の
前
後
の
五
〇
、
○
○
○
代
に
比
べ

三
〇
、
○
○
○
代
と
著
し
い
減
少
数
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
事
態
は
、
港
内

の
毛
織
物
工
業
の
発
展
に
も
重
要
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に

生
産
者
の
側
か
ら
ハ
ン
ザ
と
の
葛
藤
に
反
対
す
る
気
運
が
生
じ
は
じ
め
た
。
こ

れ
が
ハ
ン
ザ
特
権
の
回
復
へ
向
う
第
一
歩
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
特
権
圓
復
の

鷹
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
闘
世
が
六
八
－
七
一
年
の
内
乱
の

際
、
ヘ
ン
ザ
i
今
世
に
一
且
奪
取
さ
れ
た
政
権
を
再
び
獲
得
す
る
に
あ
た
っ
て

ハ
ン
ザ
の
援
助
を
う
け
た
と
い
う
事
情
戸
亡
命
地
よ
り
帰
還
す
る
翼
下
ン
ザ
繭

156　（796），
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船
を
借
層
〉
に
よ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
玉
は
復
位
す
る
と
ハ
ン
ザ
の
欝
権
陶
復

を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
七
三
・
七
四
年
に
彼
ら
と
の
問
に
「
ユ
ト
レ
ヒ
ト
協
約
扁

を
締
結
し
て
、
以
前
彼
ら
の
保
有
し
て
い
た
特
権
を
圖
復
・
確
立
さ
せ
る
に
至

っ
た
の
以
後
、
一
五
五
二
年
、
エ
ド
ワ
…
ド
六
世
に
よ
っ
て
そ
の
特
権
が
停
止

さ
れ
る
ま
で
、
ハ
ン
ザ
の
地
位
は
維
持
さ
れ
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
ユ
ト
レ
ヒ

ト
協
約
締
結
以
後
の
ハ
ン
ザ
商
人
の
活
躍
を
み
る
と
、
毛
織
物
輸
出
量
は
、
六

ご
1
六
七
年
に
は
、
　
六
、
○
○
O
I
七
、
○
○
○
、
　
六
八
－
七
三
年
に
は
、
三
、

○
0
0
、
七
四
年
の
協
約
締
結
以
後
は
、
七
四
－
七
八
年
、
九
、
二
二
三
、
七

九
－
八
工
年
、
二
二
、
九
〇
七
（
単
位
反
）
、
　
貿
易
一
般
額
は
七
九
－
八
二
年

に
は
、
以
前
の
四
六
、
　
一
〇
〇
ポ
ン
ド
に
比
し
六
〇
、
一
〇
〇
ポ
ン
ド
と
上
昇

　
　
　
　
　
⑤

を
た
ど
っ
て
い
る
。
治
世
後
半
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
ハ
ン
ザ
商
人
の
活
躍

は
、
伸
張
し
つ
つ
あ
っ
た
マ
…
チ
瀞
、
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
の
貿
易

独
占
の
確
立
（
重
商
主
義
体
捌
の
確
立
）
を
約
一
批
紀
閥
延
期
さ
せ
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
ハ
ン
ザ
と
の
和
平
関
係
を
維
持
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
毛
織
物

貿
易
は
勿
論
一
般
貿
易
も
回
復
し
た
の
だ
っ
た
。
か
く
て
愚
蒔
の
イ
ギ
リ
ス
に

お
い
て
は
、
ハ
ン
ザ
の
影
響
は
如
何
に
強
力
な
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
即
ち
ハ
ン
ザ
と
の
不
和
・
闘
争
は
、
毛
織
物
貿
易
の
減
退
と
毛
織
物
工

業
発
展
の
障
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
｝
四
世
紀
末
以
来
始
卜
し
て
き
た
毛
織

物
工
業
を
国
書
的
規
摸
に
ま
で
育
成
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
ハ
ン
ザ
と
の
和

平
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
反
対
は

あ
っ
て
も
、
ハ
ン
ザ
の
特
権
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
ハ
ン
ザ
に
た
い
す
る
こ
の
よ
う
な
優
遇
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
蕎

人
の
勢
力
後
退
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
ソ
ザ
の
進
繊
に
よ
っ
て
打

撃
を
被
っ
た
の
は
他
の
外
騨
商
人
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
繭
人
は
こ
れ
ら
外
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

商
人
の
犠
牲
の
上
に
発
展
を
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
ま
た
当
晦
の
主
貿
易
は
毛

織
物
の
輸
出
で
は
な
く
羊
毛
貿
易
に
あ
り
、
こ
の
蔀
門
に
つ
い
て
は
エ
ド
ワ
ー

ド
四
世
は
す
で
に
外
国
資
本
を
排
除
し
て
カ
レ
…
・
ス
テ
ー
プ
ル
継
合
の
独
占

を
確
立
さ
せ
て
い
た
の
で
、
治
批
後
半
に
お
け
る
ハ
ン
ザ
に
た
い
す
る
譲
歩
的

政
策
は
、
イ
ギ
ジ
ス
貿
易
（
経
済
）
の
発
展
の
障
害
と
な
る
は
ず
は
な
く
、
む

し
ろ
属
内
の
毛
織
物
工
業
を
育
成
∵
発
展
さ
せ
る
意
図
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

①
H
．
U
■
露
ち
幌
三
3
・
”
＆
噛
・
ぎ
義
㌶
芸
＝
三
（
げ
冠
窪
Φ
ノ
M
o
触
H
瓜
丸
亀
。
曹
お
曽
．

　
コ
）
．
お
り
凸
O
ρ

⑨
　
涛
帥
雷
丞
P
｝
・
讐
！
δ
ピ
b
⊃
こ
O
℃
．
O
搾
こ
づ
．
ト
つ
り
Q
◎
“
毛
織
物
・
絹
織
物
の
輸
入
禁

　
止
は
、
す
で
に
ヘ
ン
リ
ー
六
田
治
世
三
七
年
（
一
四
五
八
一
叢
九
）
に
非

　
公
式
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
正
式
に
法
令
と
し
て
発
布
さ
れ

　
た
の
は
こ
の
と
き
（
六
…
…
…
年
）
で
あ
ろ
う
。

③
ま
た
毛
織
物
関
税
が
聴
毛
輸
出
税
の
高
率
に
比
し
、
著
し
く
低
率
を
維

　
持
せ
し
め
て
い
る
（
課
税
率
・
羊
毛
税
三
三
％
、
毛
織
物
二
％
以
下
）
こ

　
と
も
、
か
か
る
政
策
の
一
貫
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

④
　
鑑
．
竃
．
男
8
3
詳
日
ぎ
8
雷
伍
o
o
｛
累
o
a
Φ
奏
一
国
轟
。
℃
ρ
唱
．
お
ω
．

⑤
濁
・
寡
O
錠
多
気
、
騎
o
p
ツ
画
。
島
タ
．
巴
諸
派
。
｝
峯
簿
く
窪
ぎ
器
努
H
り
謬
り
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写
．
ぼ
曾
ま
鋒

⑥
峯
賢
○
養
い
♪
国
轟
騎
劉
憶
。
器
…
α
q
轟
ギ
盆
①
臣
○
ヨ

　
Ω
．
℃
9
〈
曾
騨
ロ
α
唱
。
ω
茎
P
O
℃
陰
鼠
f
や
①
．

⑦
エ
．
ド
ワ
ー
ド
四
世
が
、
ハ
ソ
ザ
に
た
い
し
て
こ

　
の
よ
う
な
強
行
態
度
を
と
っ
た
背
馳
に
は
、
今
ま

　
で
不
安
定
だ
つ
た
ブ
ル
グ
ソ
ト
と
の
関
係
が
、
六

　
七
～
八
年
、
三
〇
年
㎜
圖
の
和
平
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
よ
つ
で
良
く
な
り
、
大
陸
貿
易
路
の
；
表

　
が
安
全
と
な
っ
た
の
で
、
議
会
が
ハ
ン
ザ
と
の
良

　
い
関
係
を
継
持
す
る
の
に
萩
極
的
で
な
く
な
っ
た

　
男
星
が
考
え
ら
れ
る
。

⑧
○
欝
ざ
。
憶
。
。
搾
℃
℃
●
b
⊃
メ
G
。
団
．

⑨
こ
の
こ
と
は
、
毛
織
物
貿
易
に
従
審
す
る
商
人

　
の
調
合
を
示
し
た
第
皿
表
を
み
れ
ば
明
ら
か
と
な

　
ろ
う
。
○
同
3
・
噂
。
や
。
搾
’
や
⑳
Q
。
●

五

一
心
臨
8
一
蒔
。
。
い
∂
◎

代…蛎ソ繍鍬年

24

P9

21

Q2

55

T9

！446－48

1479－82

　
以
上
、
一
五
世
紀
の
逆
毛
貿
易
を
考
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
カ
レ
ー
・

ス
テ
ー
プ
ル
継
合
に
よ
る
独
占
体
制
の
確
立
は
、
四
つ
の
重
要
な
結
果
を
も
た

ら
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
激
ち
ω
外
国
資
本
に
た
い
す
る
イ
ギ
リ
ス

商
人
の
保
護
－
従
来
羊
毛
貿
易
の
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
た
外
岡
商
人
を
羊
毛

貿
易
か
ら
駆
逐
し
、
海
外
貿
易
に
お
け
る
罠
族
資
本
の
制
覇
を
も
た
ら
す
先
鞭

を
な
し
た
、
②
羊
毛
貿
易
に
お
け
る
大
商
業
資
本
の
支
配
の
確
立
i
ス
テ
…
プ

テ
ー
ズ
の
独
占
親
合
化
は
、
大
商
人
の
支
醗
を
結
果
し
、
更
に
粉
期
重
商
主
義

下
に
活
動
す
る
マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ソ
チ
ャ
ラ
ー
ズ
の
玉
露
組
合
へ
の

転
化
を
促
准
　
せ
し
め
た
、
㈹
王
圏
の
財
政
的
侃
蒸
盤
の
確
立
ー
ス
テ
…
プ
ラ
ー
ズ

に
羊
毛
貿
易
独
占
の
権
限
を
あ
た
え
る
代
り
に
、
羊
毛
関
税
の
徴
版
を
請
負
わ

せ
、
踊
時
に
王
の
必
要
の
際
、
羊
毛
関
税
を
担
保
に
多
額
の
金
銭
上
の
援
助
を

さ
せ
る
、
即
ち
王
権
と
商
業
資
本
の
提
携
の
確
立
、
ω
圏
内
毛
織
物
工
業
の
発

展
一
羊
毛
輪
出
の
綱
限
か
ら
、
羊
毛
の
国
内
需
要
へ
の
充
分
な
供
給
を
も
た
ら

し
、
麟
内
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
発
展
を
促
進
さ
せ
た
～
で
あ
る
。

　
か
か
る
現
象
は
、
す
べ
て
次
世
紀
の
重
商
主
義
へ
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
時
期
は
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
の
治
世
前
半
覇
で
あ
っ

た
。
勿
論
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
以
来
、
羊
毛
貿
易
の
独

占
（
毛
織
物
工
業
の
保
護
）
政
策
は
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
諸

王
ま
で
の
そ
れ
は
、
主
に
王
圏
財
政
と
の
関
連
に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ
こ
に
は

一
貫
し
た
経
済
政
策
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド

四
手
の
羊
毛
ス
テ
ー
ブ
ル
政
策
も
や
は
り
財
政
的
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
ス
テ
…
プ
ル
政
策
の
中
に
も
、
前
代
と
は
相
違
す

る
、
と
い
う
よ
り
更
に
徹
底
化
す
る
箇
所
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す

で
に
大
商
人
の
支
配
す
る
ス
テ
…
ブ
ル
紐
合
に
カ
レ
…
統
治
権
の
す
べ
て
を
委

任
し
て
、
重
商
主
義
離
調
の
特
許
会
穫
酌
機
能
を
あ
た
え
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
、

王
権
と
商
業
資
本
の
結
び
つ
き
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

158　（798＞，



十五世紀の英圏単毛貿易に関する一一考察（尾野）

　
こ
の
よ
う
に
、
王
の
羊
毛
貿
易
独
占
を
め
ぐ
る
財
政
政
策
の
な
か
に
馬
重
商

主
義
的
要
素
2
端
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
は
、
国
内
毛
織
物

工
業
を
保
護
・
育
成
し
て
そ
の
貿
易
の
伸
張
を
奨
励
し
、
外
孫
貿
易
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
の
乱
言
を
企
図
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
彼
の
政
策
の

重
商
霊
義
的
特
質
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
初
期
重
商
主
義
時
代
に
活
躍
す

る
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
は
、
か
か
る
環
境
か
ら
成
長
し

た
。
換
署
す
れ
ば
、
そ
の
環
境
は
エ
ド
ワ
…
ド
煮
凝
が
培
養
を
促
進
し
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
一
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
の
活
躍
は
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
の
そ
れ
を
圧
倒
し
は
じ
め
、
外

国
貿
易
の
中
心
は
、
ス
テ
ー
プ
ル
組
合
か
ら
マ
…
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ
へ
漸
次
移
行
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
織
物
エ

業
を
国
民
的
難
業
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
治
世
後
半
期
に
み
ら
れ
る

瞬
ぎ
重
蒲
主
義
的
政
策
の
修
正
（
後
退
）
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
、

マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
の
確
立
（
重
商
主
義
の
）
は
約
一

世
紀
ほ
ど
お
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
治
世
後
半
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
ハ
ソ
ザ
に

た
い
す
る
例
外
的
処
置
は
、
前
半
期
に
素
地
の
で
き
た
圏
民
経
済
の
発
展
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
詳
細
に
事
情
を
分
析
す
れ
ば
、
ハ
ン
ザ
の
特
権
擁
護
は
、

ま
だ
発
農
途
上
に
あ
る
毛
織
物
工
業
の
育
成
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
と
考
え
ら

れ
る
故
、
三
厩
経
済
成
立
の
過
渡
的
貌
象
（
政
策
）
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
重

商
主
義
的
政
策
は
一
応
治
世
後
半
に
中
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
本
質
は
治
世
・

前
半
期
と
か
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
如
き
諸
要
素
か
ら
判
断
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
重
商
主
義
的
致
策
の
始

期
は
エ
ド
ワ
…
ド
四
世
治
世
前
半
期
に
あ
っ
た
と
結
論
す
る
次
第
で
あ
る
。
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Trend　of　Village　Community　in　the　Period　of

　　　　　　　　　　　　　Oda一　Toyotomi織豊

　　　　　　　especially　in　Yamato大和and　imai今井

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　Asakura

　　Village　community　was　gradually　grasped　as　an　object　of　feuclar

control　through’　the　formation　of　ffideyoslzi　u＄．scth“　administyation

the　establishment　of　Shogunate　system．　ln　this　case，　ie　is　a　question

in　what　process　of　feudalism　the　conimunity　of　the　perlod　of　Oda－

Tayotomi　was．　，　　The　advanced　area　of　Kinai畿内　where　the　forma£ion　of．

Machiba町場was　predorninant，　is　to　be　understood　iR　the　rela－

tion　with　Machiba，　as　an　angle　to　understand　the　nature　of　rural

community　concretely．　From　this　point　of　view，　we　can　keep　in

mind　the　formation　of　commodity　economy　in　narrow　area　includ－

ing　Machiba　as　a　center　and　villages　around　it．　That　is，　village

community　becomes　concrete　by　grasping　it　as　a　place　around

Machiba．　ln　this　case，　class　differentiation　makes　progress　in

the　form　in　which　emigrants　from　Machiba　showed　extraordinary

high　rate　especially　in　the　village　next　to　Machiba　This　pheno－

menon　offers　a　foundation　that　the　then　village　community　was

already　ilt　the　process　of　feudal　dissolution．

The　English　Wool　Trade　in　the　15th　CeRtury

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　Kisao　Ono

　　The　aim　of．　this　article　is　to　trace　the　deve！opment　of　the　Eng－

lish　wool　trade　in　the　fifteenth　century　which　led　to　tlie　establish－

ment　of’@the　Staplers　in　．　Calais．　The　multifarious　infiuences　of

this　monopolistic　trade　were　felt　ln　every　field　of　the　political　and

economic　history　of　the　period，　but　m．ain　forces　can　be　suiTime（1

up　as　follows：　the　protection　of　English　trade　from　the　foreign

interference，　the　boona　of　commerclal　capitalism，’the　growth　of

the　woollen　inclustxy　ancl　last　but　not　least　th．e　fostering　of　the

royal　finance．　The　crucial　period　of　this　change　of　the　economic

trend　falls　in　the　earlier　pare　of　Eaward　IVs’　reign．　The　much－

discussed　origin　of　inercantiiism　is　still　to　be　sought，　but　it　is　not

too　much　to　say　that　this　period　ushered　in　the　new　age　of　Eng－

lish　trade．
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